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自己評価（コメント）
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所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）
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定
量
的

B B B

管理業務実施に係る固有の銀行口座を開設しているか
【銀行口座】※6月のみ B B

資金の適正管理と経理内容の明確化が図られているか
【独立した会計帳簿】 B B B B

利用料金、使用料の徴収は適正に行われているか
【独立した会計帳簿・
　使用料等収納（徴収）事務委託契約書・銀行口座】

B B B B

収支計画が適正で
あること

収支計画が適正に執行されているか
【事業計画書・事業報告書】※9・12月のみ B B B

業務の実施に適切な人員配置や育成がなされているか
【実地調査】※9・12月のみ B B B

給与の支出が適切に行われているか
【給与規程・賃金台帳】 B B B B

施設の管理運営を
安定して行う能力が
あること

業務の一括委託が行われていないか
【第三者委託協議承諾書・実地調査・会計帳簿】 B B B B

施設の管理が適切
に行われていること

各施設の管理は適切に行われているか
【実地調査・事業報告書】 A

・庭園ならではの景
観をを活かし、魅力
増につながるような
維持管理を行った。
・通常の維持管理に
加え、来園者の安全
対策を強化した。

・劣化した芝生を張
り替えて広場の景観
を回復した。
・公道に近接する露
地と枯山水にある2
つの石灯籠につい
て、柱と傘部分を
コーキングで固定
し、来園者動線の安
全対策を強化した。

A

・盆栽などの盗難
を防ぐため、看板
の設置を行った。
・町中避暑地とし
て給水スポットを
（ウオーターサー
バー）設けて熱中
症対策を行ってい
る。

・昨年度に現状復旧した
芝生やヤマアジサイなど
の植栽に計画外の灌水を
実施した。
・街中避暑地実施施設と
して独自の案内掲示を作
成して利用促進に努め
た。

A

・松の雪吊り作業
を活用して見学会
を開催し、施設の
維持管理に加えて
施設の周知を図っ
た。
・人通りの多い箇
所に案内看板を移
動するなど、利用
者増に向けた取組
を積極的に行っ
た。

・腐朽した露地門、庭園案
内看板の交換を行った。
また案内看板は目のつき
やすい場所に変更した。
・冬の景観作りのため松
の雪吊り等を行った。ま
た事前に作業見学の募集
を行い、当日は作業の様
子をお楽しみいただい
た。
・擁壁の安全点検に向け
て、擁壁に絡んだつる植
物を全て除去した。

A

年間を通じて庭園の
価値を高める植栽管
理や安全に配慮した
施設管理を行った。

・雨漏りと瓦落下を防
止する屋根の修繕、石
垣の補強、喫茶室・貸
室の襖張り替えを実
施した。
・安全性を最優先にし
つつ、景観や趣向を大
切にしながら維持管理
を行っている。

定
量
的

B B B

開園日数、開園時間は守られていたか
【事業報告書】※9・12月のみ B B B

減免申請された場合、適正に処理されているか
【減免申請書】 B B B B

文書の管理・保存が適切に行われているか
【ファイル基準表等・実地調査】 B B B B

修繕等、施設保全が適切に行われているか
【実地調査・事業報告書】※9・12月のみ B B B

備品の管理が適切に行われているか
【備品台帳・実地調査】

定
量
的

A
平均評価が7以上
であった。

5月に実施した今年度1回
目の調査では、平均評価
で8点の評価を賜った。不
満回答なく、日頃の維持
管理の積み重ねにご評価
いただいた。

A
平均評価が7以上
であった。

11月に実施した今年度2
回目の調査で7.97点の
評価を賜った。職員の接
遇や季節を感じるイベン
トに満足のお声をいただ
いた。

A

5月、11月ともに高
い満足度の結果を得
た。引き続き、施設の
魅力を活かした運営
に期待されたい。

２回の利用者満足度調
査はいずれも高評価
をいただいた。今後も
利用者満足度の維持・
向上に努めていく。

利用者からの苦情
処理の体制がとれ
ていること

利用者等からの相談及び苦情に適切に対応しているか
【実地調査・事業報告書】※9・12月のみ B B B

各種団体等と協働
及び支援をしている
こと

町会・自治会、アドプト登録団体、教育機関等と連携した事
業を行い、支援しているか
【事業計画書・事業報告書】※9・12月のみ

A

多くの大学と連携
し、庭園の利活用
や今後の維持管
理、利用者や関係
人口増加に向けた
取組を積極的に
行った。

・国立東京高等専門学校と連
携し、木造民家の三次元計測
を行った。今後の維持管理に
活かしていく。
・八王子市郷土資料館と帝京
大学文学部日本文化学科が
行う実習に会場提供と話し手
の招集を行った。
・東京都立大学観光科学科で
実施している「高尾山麓観光
振興プラン」の制作に関わる
実習に、会場を提供し、講義
のレクチャーを行った。
・多摩大学経営情報学部なが
しまゼミと、高尾駒木野庭園
の活用検討プロジェクトを発
足した。今後、大学との連携
やインバウンド事業の推進に
向けて継続的に意見を交わし
ていく。

A

教育機関や観光分
野でのMICE事
業、官民連携事業
など、様々な団体
と協働し、施設の
PRや利用者増加
に向けた取組を
行った。

・日本工学院八王子専門学校
建築学科の教員・学生が、校
外学習として施設見学を行っ
た。昭和初期の木造民家の特
徴的な造作や見どころについ
て説明し質疑応答を実施し
た。建築に特化した教育機関
の視察を通じて、新たな活用
の視点を得られた。
・公益財団法人東京観光財団
及び株式会社JTBGM主催
のMICE事業である「日本文
化体験」において、会場提供
と庭園ガイドを行った。
・官民学連携事業である「タマ
リズムプロジェクト」内の参加
団体で、庭園を紹介する企画
への資料提供と手続き案内
を行った。

A

教育機関と授業やゼ
ミ、校外学習など
様々な形で連携し
た。
観光関連の事業者と
連携し、MICE事業に
おいて庭園を活用し
た。

年間を通じて、教育機
関、地域の市民団体、
観光業等と幅広く協
働、連携することがで
きた。

広報活動を行い効
果的に情報を発信
していること

ホームページや広報紙等を通じて、利用情報や注意等を発
信し、利用者増加やマナー向上が図られているか
【事業計画書・事業報告書】※9・12月のみ

A

・HPのリニューアル
により、施設の魅力
発信に努めた。
・問い合わせフォーム
の新設により、利用
者や企業等への情報
提供の手法が増え
た。

・ホームページをリニュー
アルし、モバイルフレンド
リーにも対応した。
・問い合わせメールフォー
ムも新設し、利用者の利
便性と情報提供体制を強
化した。

A

撮影の支援やオン
ライン記事による
施設紹介を積極的
に行い、知名度の
向上を図った。

・東洋経済オンライン「仕事図
鑑」にて、動画記事が公開さ
れ、庭園風景や庭仕事に関す
る情報発信につながった。
・利用者数の増加に向けて、
NHK紅白歌合戦出場歌手の
庭園でのプロモーション動画
撮影について、支援を行っ
た。

A

ホームページのリ
ニューアルや問い合
わせ用フォームの設
置など、情報発信に
努めた。

テレビドラマやミュー
ジックビデオ、プロ
モーション映像等の撮
影に積極的に協力。制
作者の要望を実現で
きるように支援し、施
設のPRにつなげた。

施設の効率
的な管理・
運営、経費
節減が図ら
れているか

定
量
的

B

定
量
的

A

新規イベントを積
極的に行い、計画
を上回る実施と
なった。

・9月までで計画8件のと
ころ14件を実施し、
162％の実施率を達成で
きた。
・昭和改元100年と終戦
80年の節目に焦点を当
てた「高尾山麓・昭和まち
あるき」、盆栽師と協働し
た桑都PR「桑の木の盆栽
づくり」、戦前の建物を活
かした「昭和歌謡曲
LIVE」などを新規に行っ
た。

A

地域資源を活用
し、施設の魅力発
信につながる展示
やイベントを多数
開催した。

第3四半期（10～12月）は、
計画4件に対し8件実施し、実
施率200％を達成した。計画
外では、文化庁認定・市主催
の八王子芸術祭連携事業とし
て以下を実施し、施設活用と
庭園文化の魅力発信、地域資
源のPRに取り組んだ。
・地元のアーティストによる裏
高尾町を題材とした作品展示
・市内愛好家による盆栽展と
ガイドや制作体験
・JAZZ演奏会
・正月のしめ飾りづくり

A

計画を上回る実施と
なった。展示や体験、
演奏会と多岐に渡っ
て事業を実施した。

第4四半期（1～3月）
は、計画２件に対し２
件、年間では計画14
件のところ27件実
施、実施率は192％で
あった。
年間を通じて、恒例と
なっている企画、地域
との連携企画、新規の
企画と多様な自主事
業を展開した。

定
性
的

資源の有効活用な
ど環境に配慮した
管理運営がされて
いること

「八王子市役所エコアクションプラン」及び「八王子市役所
環境マネジメントシステム」に基づく、環境に配慮した管理・
運営が行われているか
【ヒアリング等・事業報告書】

B

定
量
的

B B B

個人情報の取り扱
いが適切であること

個人情報の適切な管理のため必要な措置が講じられてい
るか
【実地調査】

B B B B

指定管理者が加入しなければならない保険に加入している
か
【保険証券】※6月のみ

B B

事故や災害発生時の緊急時の対応が適正に行われたか。
また、適正に行えるよう体制が整っているか。
【マニュアル・事業計画書・事業報告書】
※9・12月のみ

B B B

所管課コメント

・計画以上の作業が実施され、公園・緑地の維持管理が適切に行われた。
・市に寄せられた要望・苦情の件数は4件であった。（前年度1件）
・利用者満足度調査を5・11月に実施し、満足度は100％であった。（前年度：100％）
・自主事業については27件の主催事業を行った。

期末総合評価 B

公共料金の縮減　　（実績／計画）
【事業報告書】

事業の達成
目標が明確
で、具体的
な事業計画
に基づいて
行われてい
るか

自主事業実施率　　（実績／計画）
【事業報告書】　※９・１２月のみ

個人情報保
護管理及び
危機管理が
図られてい
るか

巡回の実施率　　（実績／計画）
【事業報告書】 ※９・１２月のみ

定
性
的

緊急（防火・防犯
等）対応等危機管
理体制が取られて
いること

施設のサー
ビス向上、
利用者の増
加等が図ら
れているか

利用者満足度調査における統一項目（3項目)の評価（各0～3の評価点）が水
準を満たしているか項目ごとの平均評価を合算し、0以上3以下まではC、3を
超えて7未満はB、7以上はA
【満足度調査報告書】　※実施後のみ

定
性
的

評価項目

施設の管
理・運営を
安定して行
うことができ

るか

維持管理が適切に行われているか　（維持管理事業　実績／計画）
【事業報告書】　※９・１２月のみ

定
性
的

団体の経営方針が
明確であり、適正な
経理がされているこ
と

管理運営が適正に
できる職員体制や
研修体制がとれて
いること

施設の運営
に公共性、
公平性、公
正性が図ら
れているか

開園率　　（実績／計画）
【事業報告書】　※９・１２月のみ

定
性
的

利用者が公平に施
設を利用できるよ
う、配慮されている
こと

施設の公共性、公
平性について継続
性が保たれている
こと

期末

施設名 高尾駒木野庭園

６月 ９月 １２月


